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市
組
織
再
編
・
成
人
式
９
月
に
延
期

小
・
中
学
就
学
援
助
・
奨
学
生
募
集

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
に
学
用
品
費

等
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

援
助
対
象
　
学
用
品
費
、修
学
旅
行
費
、

給
食
費
、
医
療
費
（
た
だ
し
指
定
さ
れ

て
い
る
疾
病
の
み
）
な
ど
。

手
続
き
　
制
度
の
案
内
が
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
の
い
る
家
庭
に
各
学
校
か
ら

届
き
ま
す
。
援
助
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
は
、
手
続
き
に
必
要
な
書
類
が
学
校

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
13

日
（
月
）
ま
で
に
学
校
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
年
度
途
中
で
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は

継
続
の
人
で
既
に
手
続
き
が
終
わ
っ
て

い
る
場
合
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
☎
内
線

451
）

　
市
の
奨
学
金
は
経
済
的
理
由
で
就
学

が
困
難
な
状
況
に
あ
る
、
就
学
意
欲
が

旺
盛
な
学
生
・
生
徒
に
学
資
金
（
無
利

子
）
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

市
の
奨
学
生
募
集

奨
学
金
は
無
利
子

小
・
中
学
校
の
就
学
援
助

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
（
６
／
５
・
６
）

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

応
募
対
象
　
平
成
14
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人

募
集
人
数
　
県
全
体
で
約
３
千
人
程
度

募
集
締
切
　
４
月
10
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
等
新
潟
県
実
行
委

員
会
（
県
庁
ス
ポ
ー
ツ
課
内
、☎
025

－

280

－

５
９
５
１
）

　
活
動
内
容
な
ど
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
情
報
」

で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■タクシー利用券　心身障害者に４月から利用
できるタクシー初乗り運賃利用券（年間24枚）
を支給します。
対象者　❶身体障害者手帳１・２級の人、３級
の人で下肢不自由、体幹不自由、心臓障害、腎
臓障害、呼吸器障害のある人。
❷療育手帳Ａの交付を受けた人。
受　付　３月30日（月）から
申請に必要なもの　印鑑、身体障害者手帳また
は療育手帳をお持ちになり社会福祉協議会へ。
■紙おむつ券　常時おむつを使用している次の
人に、紙おむつ購入助成券（１枚2,000円を年
間12枚）を支給します。
対　象　寝たきりの高齢者、認知症の高齢者、
95歳以上の高齢者、身体障害者手帳１級・２
級、療育手帳Ａの人。
申請・問い合わせ　地区民生委員・児童委員ま
たは社会福祉協議会（☎52－6667）へ。

日　時　４月 12日（日）午後６時開演
会　場　田上町交流会館（田上町役場隣）
チケット・全席自由　2,000円（学生1,000円）
問い合わせ　飯原さん（☎090-2478-0191）

　
４
月
か
ら
市
役
所
の
事
業
効
率
化
を

図
る
た
め
、
組
織
再
編
を
次
の
よ
う
に

行
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
課
と
建
設
課
を
統
合
し

「
建
設
課
」
に
、
水
道
局
と
下
水
道
課

も
統
合
し「
上
下
水
道
課
」に
な
り
ま
す
。

　
公
民
館
と
図
書
館
は「
社
会
教
育
課
」

に
統
合
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
教
育
課
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

部
門
を
独
立
さ
せ「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
」

が
新
た
に
で
き
ま
す
。

　
上
町
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が

公
民
館
に
移
設
し
ま
す
。

　
４
月
１
日
（
水
）
〜
12
日
（
日
）
は

移
設
作
業
の
た
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
業
務
は
一
時
休
止
し
、
13
日

（
月
）
か
ら
公
民
館
で
業
務
を
再
開
し

ま
す
。

４
月
か
ら

　
　
市
の
組
織
再
編

風
し
ん
抗
体
検
査

  

・
予
防
接
種
ク
ー
ポ
ン
券

　
　
有
効
期
限
が
１
年
間
延
長

市民サービス
　センター移設
４月 13日から
　　　公民館で

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱

う
業
務
は
、
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
登

録
証
明
書
・
納
税
証
明
書
な
ど
の
発
行

で
す
（
転
入
・
転
出
の
届
出
、
印
鑑
登

録
な
ど
は
不
可
）。

　
な
お
、
七
谷
・
下
条
・
須
田
の
各
コ

ミ
セ
ン
内
に
あ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
通
常
ど
お
り
住
民
票
・
印

鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の
発
行
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館

内
）

再
開
日
　
４
月
13
日
（
月
）

時
　
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
（
月
〜
金
曜
日
）、
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
（
土
曜
日
）※

祝
日
は
休
み

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
管
理
係
（
☎
内

線
111
）

　
昨
年
、
昭
和
47
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
へ
郵
送

し
た
、
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
を
１
年
延
長

し
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
３
月
末

ま
で
と
し
ま
し
た
。

　
風
し
ん
は
妊
娠
初
期
の
妊
婦
さ
ん
に

感
染
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
生
ま
れ
て
く

る
赤
ち
ゃ
ん
の
目
や
耳
、
心
臓
に
障
害

が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
用
し
て
い
な

い
人
は
、
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
５
月
３
日
（
日
）

に
開
催
予
定
だ
っ
た
令

和
２
年
度
成
人
式
を
９

月
20
日
（
日
）
に
延
期

し
ま
す
。

受
け
る
際
に
持
参
し
、
ま
ず
は
、
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
実
施
医
療
機
関
で
も
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
を
社
会
全
体
で
守

る
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
し
た
場

合
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
健
康
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※

昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
47
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
へ
は
４
月
中
に

ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
衛
生
係
（
☎
内

線
162
）

　
対
象
の
新
成
人
（
平
成
11
年
４
月
２

日
〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
に

は
、
４
月
上
旬
ま
で
に
成
人
式
延
期
の

お
知
ら
せ
を
ご
案
内
し
、
８
月
中
に
改

め
て
成
人
式
の
ご
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

成
人
式
日
時
　
９
月
20
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
受
付
は
０
時
30
分
か

ら
）

会
　
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

成
人
式
　
９
月
に
延
期

　
奨
学
金
に
よ
り
、
教
育
の
機
会
均
等

を
図
り
、
有
能
な
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

❶
貸
付
開
始
の
と
き
、
市

内
に
居
住
す
る
世
帯
の
子
弟
。

❷
奨
学
金
を
受
け
な
け
れ
ば
本
人
の
就

学
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

貸
付
月
額
　
▼
高
校
生
　
１
万
２
千
円

以
内
▼
短
期
大
学
生
（
短
期
大
学
と
同

等
以
上
の
修
業
年
限
を
有
す
る
専
門
学

校
を
含
む
）　
自
宅
通
学
は
２
万
円
以

内
、
自
宅
外
通
学
は
２
万
８
千
円
以
内

▼
大
学
生
（
大
学
院
を
含
む
）　
自
宅

通
学
は
２
万
７
千
円
以
内
、
自
宅
外
通

学
は
３
万
円
以
内

※

自
宅
外
通
学
と
は
、
自
宅
か
ら
の
通

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人
。

貸
付
期
間
　
就
学
す
る
学
校
の
就
学
期

間
の
終
了
ま
で
。

必
要
書
類
　
❶
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書

❷
戸
籍
抄
本
❸
成
績
証
明
書

審
　
査
　
市
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
審

査
の
う
え
採
用
を
決
定
。

償
還
期
間
　
貸
付
期
間
終
了
の
翌
月
か

ら
起
算
し
て
10
年
以
内
。

受
付
期
間
　
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

※

受
付
期
間
終
了
後
も
随
時
、
相
談
・

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
　
学
校
教
育
課（
☎
内
線
451
）

中村有人
ヴァイオリンリサイタル
　　モーツァルトとパリ

タクシー利用券、紙おむつ券 支給

中止する主なイベント
▼３／22（日）第38回民踊まつり（文化会館）▼３／22
（日）、29（日）総体サッカー　フットサル（勤労者体育セ
ンター）▼４／５（日）加茂山一斉清掃（公民館）▼４／５
（日）～29（水・祝）第54回雪椿まつり　神事、ミス雪椿
第１次審査、雪椿杯バレーボール大会、トレジャーハン
ティング in加茂山、雪椿大園遊会［ミス雪椿公開審査・歓
迎大島・アトラクション］、雪椿マラソン、市中パレード、
献花祭、市民茶会（商工観光課）
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ー
ポ
ン
券

　
　
有
効
期
限
が
１
年
間
延
長

市民サービス
　センター移設
４月 13日から
　　　公民館で

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱

う
業
務
は
、
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
登

録
証
明
書
・
納
税
証
明
書
な
ど
の
発
行

で
す
（
転
入
・
転
出
の
届
出
、
印
鑑
登

録
な
ど
は
不
可
）。

　
な
お
、
七
谷
・
下
条
・
須
田
の
各
コ

ミ
セ
ン
内
に
あ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
通
常
ど
お
り
住
民
票
・
印

鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の
発
行
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館

内
）

再
開
日
　
４
月
13
日
（
月
）

時
　
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
（
月
〜
金
曜
日
）、
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
（
土
曜
日
）※

祝
日
は
休
み

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
管
理
係
（
☎
内

線
111
）

　
昨
年
、
昭
和
47
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
へ
郵
送

し
た
、
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
を
１
年
延
長

し
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
３
月
末

ま
で
と
し
ま
し
た
。

　
風
し
ん
は
妊
娠
初
期
の
妊
婦
さ
ん
に

感
染
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
生
ま
れ
て
く

る
赤
ち
ゃ
ん
の
目
や
耳
、
心
臓
に
障
害

が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
用
し
て
い
な

い
人
は
、
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
５
月
３
日
（
日
）

に
開
催
予
定
だ
っ
た
令

和
２
年
度
成
人
式
を
９

月
20
日
（
日
）
に
延
期

し
ま
す
。

受
け
る
際
に
持
参
し
、
ま
ず
は
、
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
実
施
医
療
機
関
で
も
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
を
社
会
全
体
で
守

る
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
し
た
場

合
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
健
康
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※

昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
47
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
へ
は
４
月
中
に

ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
衛
生
係
（
☎
内

線
162
）

　
対
象
の
新
成
人
（
平
成
11
年
４
月
２

日
〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
に

は
、
４
月
上
旬
ま
で
に
成
人
式
延
期
の

お
知
ら
せ
を
ご
案
内
し
、
８
月
中
に
改

め
て
成
人
式
の
ご
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

成
人
式
日
時
　
９
月
20
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
受
付
は
０
時
30
分
か

ら
）

会
　
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

成
人
式
　
９
月
に
延
期

　
奨
学
金
に
よ
り
、
教
育
の
機
会
均
等

を
図
り
、
有
能
な
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

❶
貸
付
開
始
の
と
き
、
市

内
に
居
住
す
る
世
帯
の
子
弟
。

❷
奨
学
金
を
受
け
な
け
れ
ば
本
人
の
就

学
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

貸
付
月
額
　
▼
高
校
生
　
１
万
２
千
円

以
内
▼
短
期
大
学
生
（
短
期
大
学
と
同

等
以
上
の
修
業
年
限
を
有
す
る
専
門
学

校
を
含
む
）　
自
宅
通
学
は
２
万
円
以

内
、
自
宅
外
通
学
は
２
万
８
千
円
以
内

▼
大
学
生
（
大
学
院
を
含
む
）　
自
宅

通
学
は
２
万
７
千
円
以
内
、
自
宅
外
通

学
は
３
万
円
以
内

※

自
宅
外
通
学
と
は
、
自
宅
か
ら
の
通

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人
。

貸
付
期
間
　
就
学
す
る
学
校
の
就
学
期

間
の
終
了
ま
で
。

必
要
書
類
　
❶
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書

❷
戸
籍
抄
本
❸
成
績
証
明
書

審
　
査
　
市
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
審

査
の
う
え
採
用
を
決
定
。

償
還
期
間
　
貸
付
期
間
終
了
の
翌
月
か

ら
起
算
し
て
10
年
以
内
。

受
付
期
間
　
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

※

受
付
期
間
終
了
後
も
随
時
、
相
談
・

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
　
学
校
教
育
課（
☎
内
線
451
）

中村有人
ヴァイオリンリサイタル
　　モーツァルトとパリ

タクシー利用券、紙おむつ券 支給

中止する主なイベント
▼３／22（日）第38回民踊まつり（文化会館）▼３／22
（日）、29（日）総体サッカー　フットサル（勤労者体育セ
ンター）▼４／５（日）加茂山一斉清掃（公民館）▼４／５
（日）～29（水・祝）第54回雪椿まつり　神事、ミス雪椿
第１次審査、雪椿杯バレーボール大会、トレジャーハン
ティング in加茂山、雪椿大園遊会［ミス雪椿公開審査・歓
迎大島・アトラクション］、雪椿マラソン、市中パレード、
献花祭、市民茶会（商工観光課）
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確
定
申
告
延
長
・
春
の
火
災
予
防

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
対
応
の
一
環
と
し
て
三
条
税
務
署
で

は
確
定
申
告
の
期
限
を
４
月
16
日（
木
）

ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
市
役
所
税
務
課
で
も
、
確
定
申
告
と

市
県
民
税
の
申
告
期
限
を
４
月
16
日

（
木
）
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
延
長
期
間
中
は
受
付
体
制
を
縮
小
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
還
付
申
告
は
５
年
間
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
、
令
和
元
年
分
は
令
和

６
年
12
月
31
日
ま
で
還
付
申
告
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

市
役
所
税
務
課
で
の
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
11
時
、
午
後
２
時
〜
４
時

※

土
日
祝
日
除
く

問
い
合
わ
せ
　
三
条
税
務
署
（
三
条
市

南
新
保
４
、☎
32

－

６
２
１
１
自
動
音

確
定
申
告
・
市
県
民
税
の
申
告
期
限

　
　
　
３
月
17
日
〜
４
月
16
日
ま
で
延
長

声
案
内
０
を
選
択
）

市
役
所
税
務
課
民
税
係
（
☎
内
線
121
）

固
定
資
産
税
　

価
格
等
縦
覧
と
課
税
台
帳
閲
覧

　
令
和
２
年
度
の
固
定
資
産
税
の
価
格

等
が
記
載
さ
れ
た
土
地
、
家
屋
の
価
格

等
縦
覧
簿
を
納
税
者
（
納
付
す
べ
き
税

額
が
生
じ
る
人
）
に
縦
覧
し
ま
す
（
手

数
料
無
料
）。

縦
覧
期
間
　
４
月
１
日
（
水
）
〜
30
日

（
木
）

持
ち
も
の
　
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

■
課
税
台
帳
の
閲
覧
、
証
明

　
納
税
義
務
者
が
、
自
己
の
資
産
の
内

容
や
、
借
地
・
借
家
人
が
賃
貸
借
関
係

に
あ
る
資
産
の
内
容
が
分
か
る
課
税
台

帳
を
見
た
い
場
合
や
記
載
事
項
の
証
明

が
必
要
な
場
合
は
、
閲
覧
か
証
明
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
・
証
明
期
間
　
通
年

手
数
料
　
４
月
１
日（
水
）〜
30
日（
木
）

は
閲
覧
手
数
料
無
料
。

　
証
明
手
数
料
は
１
筆
ま
た
は
１
棟
に

つ
き
200
円
（
１
筆
ま
た
は
１
棟
加
え
る

ご
と
に
50
円
加
算
）。

持
ち
も
の
　
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

と
次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
本
人
、
同
居
の
親
族…

印
鑑

▼
代
理
人…

印
鑑
、
委
任
状

▼
借
地
・
借
家
人
等…

印
鑑
、
契
約
書

等
権
利
が
確
認
で
き
る
書
面

■
固
定
資
産
税
第
１
期
納
期
限
は
４
月

30
日
　
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
は

４
月
10
日
（
金
）
発
送
予
定
で
す
。

※

価
格
審
査
申
出
は
４
月
１
日
（
水
）

か
ら
納
税
通
知
書
を
受
け
た
日
後
、
３

か
月
ま
で
。

縦
覧
等
時
間
／
場
所
・
問
い
合
わ
せ
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土

日
、
祝
日
除
く
）
／
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
内
線
124
）

春の火災予防運動 ４月１日～７日
ひとつずつ いいね！で確認 火の用心

　毎年、火災の発生しやすいこ
の時季に全国で春の火災予防運
動を行っています。火災予防意
識を高め、大切な生命、財産を

守りましょう。
※住宅用火災警報器（住警器）の電池交換の目安
は10年と言われています。いざというときのた
め、住警器の作動確認をしましょう。
■県内死者伴う住宅火災発生
　今年に入り、新潟県内で死者を伴う火災が複数
発生しています。例年冬期間はストーブ等暖房器
具が原因となる火災が多く発生しています。いま
一度、暖房器具の取り扱いをはじめ、ご家庭での
火災予防を心がけてください。　　　
火災予防のポイント
▼ストーブ ❶衣類や布団など燃えやすい物を近
くに置かない。 ❷洗濯物をストーブ上に干さな
い。❸給油のときは火を消し、タンクのふたを確
実に閉める。
▼こんろ
❶離れるときは消火する。
❷燃えやすい物を近くに置か
ない。  ❸定期的に清掃する。
▼たばこ ❶灰皿には水を入れて確実に消火す
る。 ❷寝たばこやポイ捨ては厳禁。
▼電気配線や電気機器類　❶コンセント周りのほ
こりを掃除する。 ❷たこ足配線はしない。 ❸劣化
や故障が疑われるものは使用しない。
問い合わせ　加茂地域消防署予防課（☎52－1770）

献
血
・
ド
ナ
ー
登
録
・
受
動
喫
煙
防
止

献血ができる間隔　400ml献血は男性12週間後、女性16週間後の同じ曜日から献血できます。
※体重50㎏未満の初回献血者と年齢上400ml献血ができない高校生には200ml献血をお願いしています。
　なお、日本赤十字社では、献血される人の健康を考慮し、１年間の総献血量（全血）を男性は
1,200ml 以内、女性は800ml以内と定めています。年間総献血量の範囲内でご協力をお願いします。

献血をしよう　献血ルームの「ばんだい　ゆとりろ（新潟市中央区万代１）」、「献血
ルーム千秋（長岡市千秋２）」や、新潟県赤十字血液センター（☎025－230－1703、
https://www.bs.jrc.or.jp/ktks/niigata/）の献血バスを利用して献血をしましょう。

　骨髄移植は、白血病などの血液難病に有効な治
療法です。骨髄移植を成功させるためには、患者
さんと骨髄を提供してくださる方（ドナー）の白
血球の型（ＨＬＡ型）が一致しなければならず、
その確率は、兄弟姉妹間では４人に１人、それ以
外では数百から数万分の１です。
　そのため、多くの方のドナー登録が必要です。
骨髄バンクにご理解とご協力をお願いします。
※加茂市には骨髄移植された方への助成制度があ
ります。詳しくは健康課衛生係へ。
■ドナー登録をするには
登録日　毎月第１・３水曜日の午前９時～ 11 時
（要事前予約）
予約・登録窓口（会場）　三条保健所（三条市興
野１-13-45、 ☎36－2362）
※当日の所要時間は約 30 分、骨髄バンクの概要
や骨髄提供の流れなどを説明し、登録申込書に記
入していただき約２cc の採血を行います。
■ドナー登録できる人　「骨髄提供の内容を十分
に理解」「18 歳以上、54 歳以下で健康な人」「体
重が男性 45 ㎏以上、女性 40 ㎏以上」の条件を
すべて満たす人です。骨髄バンクについて詳し
くは（公財）日本骨髄バンク（☎03－5280－
1789、https://www.jmdp.or.jp/）へ。

　血液は人間の体の中でしか造られず、まだ人工的に造ることができま
せん。安全かつ有効な輸血を行うためには皆様から献血していただくこ
とが必要です。皆様の温かいご協力を心からお待ちしています。

命のボランティア、ドナー登録

●受動喫煙とは
　自分の意志とは関係なく、他人の喫煙によるた
ばこの煙にさらされることです。
●受動喫煙による健康リスク
　受動喫煙による健康被害には個人差があります
が、虚血性心疾患、脳卒中、肺がんなど様々な病
気のリスクが高くなります。
●受動喫煙対策の強化
　法律が改正され、令和２年４月から公共施設だ
けでなく事業所でも受動喫煙対策が強化されま
す。詳しくは市ホームページをご覧ください。

❶歩きたばこはしない。
❷周囲に人がいる場所では
喫煙を控える。
❸子どもや妊婦、病気の人が
いるときは喫煙しない。
　市民の皆様のご協力をお願いいたします。

問い合わせ　健康課衛生係（☎５２－００８０内線165）

受動喫煙を
    防止しましょう！

公共の場所での
　　　 たばこについてお願い
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市
組
織
再
編
・
成
人
式
９
月
に
延
期

小
・
中
学
就
学
援
助
・
奨
学
生
募
集

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
に
学
用
品
費

等
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

援
助
対
象
　
学
用
品
費
、修
学
旅
行
費
、

給
食
費
、
医
療
費
（
た
だ
し
指
定
さ
れ

て
い
る
疾
病
の
み
）
な
ど
。

手
続
き
　
制
度
の
案
内
が
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
の
い
る
家
庭
に
各
学
校
か
ら

届
き
ま
す
。
援
助
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
は
、
手
続
き
に
必
要
な
書
類
が
学
校

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
13

日
（
月
）
ま
で
に
学
校
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
年
度
途
中
で
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は

継
続
の
人
で
既
に
手
続
き
が
終
わ
っ
て

い
る
場
合
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
☎
内
線

451
）

　
市
の
奨
学
金
は
経
済
的
理
由
で
就
学

が
困
難
な
状
況
に
あ
る
、
就
学
意
欲
が

旺
盛
な
学
生
・
生
徒
に
学
資
金
（
無
利

子
）
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

市
の
奨
学
生
募
集

奨
学
金
は
無
利
子

小
・
中
学
校
の
就
学
援
助

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
（
６
／
５
・
６
）

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

応
募
対
象
　
平
成
14
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人

募
集
人
数
　
県
全
体
で
約
３
千
人
程
度

募
集
締
切
　
４
月
10
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
等
新
潟
県
実
行
委

員
会
（
県
庁
ス
ポ
ー
ツ
課
内
、☎
025

－

280

－

５
９
５
１
）

　
活
動
内
容
な
ど
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
情
報
」

で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■タクシー利用券　心身障害者に４月から利用
できるタクシー初乗り運賃利用券（年間24枚）
を支給します。
対象者　❶身体障害者手帳１・２級の人、３級
の人で下肢不自由、体幹不自由、心臓障害、腎
臓障害、呼吸器障害のある人。
❷療育手帳Ａの交付を受けた人。
受　付　３月30日（月）から
申請に必要なもの　印鑑、身体障害者手帳また
は療育手帳をお持ちになり社会福祉協議会へ。
■紙おむつ券　常時おむつを使用している次の
人に、紙おむつ購入助成券（１枚2,000円を年
間12枚）を支給します。
対　象　寝たきりの高齢者、認知症の高齢者、
95歳以上の高齢者、身体障害者手帳１級・２
級、療育手帳Ａの人。
申請・問い合わせ　地区民生委員・児童委員ま
たは社会福祉協議会（☎52－6667）へ。

日　時　４月 12日（日）午後６時開演
会　場　田上町交流会館（田上町役場隣）
チケット・全席自由　2,000円（学生1,000円）
問い合わせ　飯原さん（☎090-2478-0191）

　
４
月
か
ら
市
役
所
の
事
業
効
率
化
を

図
る
た
め
、
組
織
再
編
を
次
の
よ
う
に

行
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
課
と
建
設
課
を
統
合
し

「
建
設
課
」
に
、
水
道
局
と
下
水
道
課

も
統
合
し「
上
下
水
道
課
」に
な
り
ま
す
。

　
公
民
館
と
図
書
館
は「
社
会
教
育
課
」

に
統
合
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
教
育
課
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

部
門
を
独
立
さ
せ「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
」

が
新
た
に
で
き
ま
す
。

　
上
町
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が

公
民
館
に
移
設
し
ま
す
。

　
４
月
１
日
（
水
）
〜
12
日
（
日
）
は

移
設
作
業
の
た
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
業
務
は
一
時
休
止
し
、
13
日

（
月
）
か
ら
公
民
館
で
業
務
を
再
開
し

ま
す
。

４
月
か
ら

　
　
市
の
組
織
再
編

風
し
ん
抗
体
検
査

  

・
予
防
接
種
ク
ー
ポ
ン
券

　
　
有
効
期
限
が
１
年
間
延
長

市民サービス
　センター移設
４月 13日から
　　　公民館で

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱

う
業
務
は
、
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
登

録
証
明
書
・
納
税
証
明
書
な
ど
の
発
行

で
す
（
転
入
・
転
出
の
届
出
、
印
鑑
登

録
な
ど
は
不
可
）。

　
な
お
、
七
谷
・
下
条
・
須
田
の
各
コ

ミ
セ
ン
内
に
あ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
通
常
ど
お
り
住
民
票
・
印

鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の
発
行
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館

内
）

再
開
日
　
４
月
13
日
（
月
）

時
　
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
（
月
〜
金
曜
日
）、
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
（
土
曜
日
）※

祝
日
は
休
み

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
管
理
係
（
☎
内

線
111
）

　
昨
年
、
昭
和
47
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
へ
郵
送

し
た
、
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
を
１
年
延
長

し
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
３
月
末

ま
で
と
し
ま
し
た
。

　
風
し
ん
は
妊
娠
初
期
の
妊
婦
さ
ん
に

感
染
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
生
ま
れ
て
く

る
赤
ち
ゃ
ん
の
目
や
耳
、
心
臓
に
障
害

が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
用
し
て
い
な

い
人
は
、
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
５
月
３
日
（
日
）

に
開
催
予
定
だ
っ
た
令

和
２
年
度
成
人
式
を
９

月
20
日
（
日
）
に
延
期

し
ま
す
。

受
け
る
際
に
持
参
し
、
ま
ず
は
、
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
実
施
医
療
機
関
で
も
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
を
社
会
全
体
で
守

る
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
し
た
場

合
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
健
康
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※

昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
47
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
へ
は
４
月
中
に

ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
衛
生
係
（
☎
内

線
162
）

　
対
象
の
新
成
人
（
平
成
11
年
４
月
２

日
〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
に

は
、
４
月
上
旬
ま
で
に
成
人
式
延
期
の

お
知
ら
せ
を
ご
案
内
し
、
８
月
中
に
改

め
て
成
人
式
の
ご
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

成
人
式
日
時
　
９
月
20
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
受
付
は
０
時
30
分
か

ら
）

会
　
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

成
人
式
　
９
月
に
延
期

　
奨
学
金
に
よ
り
、
教
育
の
機
会
均
等

を
図
り
、
有
能
な
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

❶
貸
付
開
始
の
と
き
、
市

内
に
居
住
す
る
世
帯
の
子
弟
。

❷
奨
学
金
を
受
け
な
け
れ
ば
本
人
の
就

学
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

貸
付
月
額
　
▼
高
校
生
　
１
万
２
千
円

以
内
▼
短
期
大
学
生
（
短
期
大
学
と
同

等
以
上
の
修
業
年
限
を
有
す
る
専
門
学

校
を
含
む
）　
自
宅
通
学
は
２
万
円
以

内
、
自
宅
外
通
学
は
２
万
８
千
円
以
内

▼
大
学
生
（
大
学
院
を
含
む
）　
自
宅

通
学
は
２
万
７
千
円
以
内
、
自
宅
外
通

学
は
３
万
円
以
内

※

自
宅
外
通
学
と
は
、
自
宅
か
ら
の
通

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人
。

貸
付
期
間
　
就
学
す
る
学
校
の
就
学
期

間
の
終
了
ま
で
。

必
要
書
類
　
❶
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書

❷
戸
籍
抄
本
❸
成
績
証
明
書

審
　
査
　
市
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
審

査
の
う
え
採
用
を
決
定
。

償
還
期
間
　
貸
付
期
間
終
了
の
翌
月
か

ら
起
算
し
て
10
年
以
内
。

受
付
期
間
　
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

※

受
付
期
間
終
了
後
も
随
時
、
相
談
・

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
　
学
校
教
育
課（
☎
内
線
451
）

中村有人
ヴァイオリンリサイタル
　　モーツァルトとパリ

タクシー利用券、紙おむつ券 支給

中止する主なイベント
▼３／22（日）第38回民踊まつり（文化会館）▼３／22
（日）、29（日）総体サッカー　フットサル（勤労者体育セ
ンター）▼４／５（日）加茂山一斉清掃（公民館）▼４／５
（日）～29（水・祝）第54回雪椿まつり　神事、ミス雪椿
第１次審査、雪椿杯バレーボール大会、トレジャーハン
ティング in加茂山、雪椿大園遊会［ミス雪椿公開審査・歓
迎大島・アトラクション］、雪椿マラソン、市中パレード、
献花祭、市民茶会（商工観光課）
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確
定
申
告
延
長
・
春
の
火
災
予
防

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
対
応
の
一
環
と
し
て
三
条
税
務
署
で

は
確
定
申
告
の
期
限
を
４
月
16
日（
木
）

ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
市
役
所
税
務
課
で
も
、
確
定
申
告
と

市
県
民
税
の
申
告
期
限
を
４
月
16
日

（
木
）
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
延
長
期
間
中
は
受
付
体
制
を
縮
小
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
還
付
申
告
は
５
年
間
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
、
令
和
元
年
分
は
令
和

６
年
12
月
31
日
ま
で
還
付
申
告
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

市
役
所
税
務
課
で
の
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
11
時
、
午
後
２
時
〜
４
時

※
土
日
祝
日
除
く

問
い
合
わ
せ
　
三
条
税
務
署
（
三
条
市

南
新
保
４
、☎
32

－

６
２
１
１
自
動
音

確
定
申
告
・
市
県
民
税
の
申
告
期
限

　
　
　
３
月
17
日
〜
４
月
16
日
ま
で
延
長

声
案
内
０
を
選
択
）

市
役
所
税
務
課
民
税
係
（
☎
内
線
121
）

固
定
資
産
税
　

価
格
等
縦
覧
と
課
税
台
帳
閲
覧

　
令
和
２
年
度
の
固
定
資
産
税
の
価
格

等
が
記
載
さ
れ
た
土
地
、
家
屋
の
価
格

等
縦
覧
簿
を
納
税
者
（
納
付
す
べ
き
税

額
が
生
じ
る
人
）
に
縦
覧
し
ま
す
（
手

数
料
無
料
）。

縦
覧
期
間
　
４
月
１
日
（
水
）
〜
30
日

（
木
）

持
ち
も
の
　
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

■
課
税
台
帳
の
閲
覧
、
証
明

　
納
税
義
務
者
が
、
自
己
の
資
産
の
内

容
や
、
借
地
・
借
家
人
が
賃
貸
借
関
係

に
あ
る
資
産
の
内
容
が
分
か
る
課
税
台

帳
を
見
た
い
場
合
や
記
載
事
項
の
証
明

が
必
要
な
場
合
は
、
閲
覧
か
証
明
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
・
証
明
期
間
　
通
年

手
数
料
　
４
月
１
日（
水
）〜
30
日（
木
）

は
閲
覧
手
数
料
無
料
。

　
証
明
手
数
料
は
１
筆
ま
た
は
１
棟
に

つ
き
200
円
（
１
筆
ま
た
は
１
棟
加
え
る

ご
と
に
50
円
加
算
）。

持
ち
も
の
　
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

と
次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
本
人
、
同
居
の
親
族…

印
鑑

▼
代
理
人…

印
鑑
、
委
任
状

▼
借
地
・
借
家
人
等…

印
鑑
、
契
約
書

等
権
利
が
確
認
で
き
る
書
面

■
固
定
資
産
税
第
１
期
納
期
限
は
４
月

30
日
　
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
は

４
月
10
日
（
金
）
発
送
予
定
で
す
。

※

価
格
審
査
申
出
は
４
月
１
日
（
水
）

か
ら
納
税
通
知
書
を
受
け
た
日
後
、
３

か
月
ま
で
。

縦
覧
等
時
間
／
場
所
・
問
い
合
わ
せ
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土

日
、
祝
日
除
く
）
／
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
内
線
124
）

春の火災予防運動 ４月１日～７日
ひとつずつ いいね！で確認 火の用心

　毎年、火災の発生しやすいこ
の時季に全国で春の火災予防運
動を行っています。火災予防意
識を高め、大切な生命、財産を

守りましょう。
※住宅用火災警報器（住警器）の電池交換の目安
は10年と言われています。いざというときのた
め、住警器の作動確認をしましょう。
■県内死者伴う住宅火災発生
　今年に入り、新潟県内で死者を伴う火災が複数
発生しています。例年冬期間はストーブ等暖房器
具が原因となる火災が多く発生しています。いま
一度、暖房器具の取り扱いをはじめ、ご家庭での
火災予防を心がけてください。　　　
火災予防のポイント
▼ストーブ ❶衣類や布団など燃えやすい物を近
くに置かない。 ❷洗濯物をストーブ上に干さな
い。❸給油のときは火を消し、タンクのふたを確
実に閉める。
▼こんろ
❶離れるときは消火する。
❷燃えやすい物を近くに置か
ない。  ❸定期的に清掃する。
▼たばこ ❶灰皿には水を入れて確実に消火す
る。 ❷寝たばこやポイ捨ては厳禁。
▼電気配線や電気機器類　❶コンセント周りのほ
こりを掃除する。 ❷たこ足配線はしない。 ❸劣化
や故障が疑われるものは使用しない。
問い合わせ　加茂地域消防署予防課（☎52－1770）

献
血
・
ド
ナ
ー
登
録
・
受
動
喫
煙
防
止

献血ができる間隔　400ml献血は男性12週間後、女性16週間後の同じ曜日から献血できます。
※体重50㎏未満の初回献血者と年齢上400ml献血ができない高校生には200ml献血をお願いしています。
　なお、日本赤十字社では、献血される人の健康を考慮し、１年間の総献血量（全血）を男性は
1,200ml 以内、女性は800ml以内と定めています。年間総献血量の範囲内でご協力をお願いします。

献血をしよう　献血ルームの「ばんだい　ゆとりろ（新潟市中央区万代１）」、「献血
ルーム千秋（長岡市千秋２）」や、新潟県赤十字血液センター（☎025－230－1703、
https://www.bs.jrc.or.jp/ktks/niigata/）の献血バスを利用して献血をしましょう。

　骨髄移植は、白血病などの血液難病に有効な治
療法です。骨髄移植を成功させるためには、患者
さんと骨髄を提供してくださる方（ドナー）の白
血球の型（ＨＬＡ型）が一致しなければならず、
その確率は、兄弟姉妹間では４人に１人、それ以
外では数百から数万分の１です。
　そのため、多くの方のドナー登録が必要です。
骨髄バンクにご理解とご協力をお願いします。
※加茂市には骨髄移植された方への助成制度があ
ります。詳しくは健康課衛生係へ。
■ドナー登録をするには
登録日　毎月第１・３水曜日の午前９時～ 11 時
（要事前予約）
予約・登録窓口（会場）　三条保健所（三条市興
野１-13-45、 ☎36－2362）
※当日の所要時間は約 30 分、骨髄バンクの概要
や骨髄提供の流れなどを説明し、登録申込書に記
入していただき約２cc の採血を行います。
■ドナー登録できる人　「骨髄提供の内容を十分
に理解」「18 歳以上、54 歳以下で健康な人」「体
重が男性 45 ㎏以上、女性 40 ㎏以上」の条件を
すべて満たす人です。骨髄バンクについて詳し
くは（公財）日本骨髄バンク（☎03－5280－
1789、https://www.jmdp.or.jp/）へ。

　血液は人間の体の中でしか造られず、まだ人工的に造ることができま
せん。安全かつ有効な輸血を行うためには皆様から献血していただくこ
とが必要です。皆様の温かいご協力を心からお待ちしています。

命のボランティア、ドナー登録

●受動喫煙とは
　自分の意志とは関係なく、他人の喫煙によるた
ばこの煙にさらされることです。
●受動喫煙による健康リスク
　受動喫煙による健康被害には個人差があります
が、虚血性心疾患、脳卒中、肺がんなど様々な病
気のリスクが高くなります。
●受動喫煙対策の強化
　法律が改正され、令和２年４月から公共施設だ
けでなく事業所でも受動喫煙対策が強化されま
す。詳しくは市ホームページをご覧ください。

❶歩きたばこはしない。
❷周囲に人がいる場所では
喫煙を控える。
❸子どもや妊婦、病気の人が
いるときは喫煙しない。
　市民の皆様のご協力をお願いいたします。

問い合わせ　健康課衛生係（☎５２－００８０内線165）

受動喫煙を
    防止しましょう！

公共の場所での
　　　 たばこについてお願い
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市
組
織
再
編
・
成
人
式
９
月
に
延
期

小
・
中
学
就
学
援
助
・
奨
学
生
募
集

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
に
学
用
品
費

等
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

援
助
対
象
　
学
用
品
費
、修
学
旅
行
費
、

給
食
費
、
医
療
費
（
た
だ
し
指
定
さ
れ

て
い
る
疾
病
の
み
）
な
ど
。

手
続
き
　
制
度
の
案
内
が
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
の
い
る
家
庭
に
各
学
校
か
ら

届
き
ま
す
。
援
助
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
は
、
手
続
き
に
必
要
な
書
類
が
学
校

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
13

日
（
月
）
ま
で
に
学
校
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
年
度
途
中
で
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は

継
続
の
人
で
既
に
手
続
き
が
終
わ
っ
て

い
る
場
合
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
☎
内
線

451
）

　
市
の
奨
学
金
は
経
済
的
理
由
で
就
学

が
困
難
な
状
況
に
あ
る
、
就
学
意
欲
が

旺
盛
な
学
生
・
生
徒
に
学
資
金
（
無
利

子
）
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

市
の
奨
学
生
募
集

奨
学
金
は
無
利
子

小
・
中
学
校
の
就
学
援
助

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
（
６
／
５
・
６
）

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

応
募
対
象
　
平
成
14
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人

募
集
人
数
　
県
全
体
で
約
３
千
人
程
度

募
集
締
切
　
４
月
10
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
等
新
潟
県
実
行
委

員
会
（
県
庁
ス
ポ
ー
ツ
課
内
、☎
025

－

280

－

５
９
５
１
）

　
活
動
内
容
な
ど
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
情
報
」

で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■タクシー利用券　心身障害者に４月から利用
できるタクシー初乗り運賃利用券（年間24枚）
を支給します。
対象者　❶身体障害者手帳１・２級の人、３級
の人で下肢不自由、体幹不自由、心臓障害、腎
臓障害、呼吸器障害のある人。
❷療育手帳Ａの交付を受けた人。
受　付　３月30日（月）から
申請に必要なもの　印鑑、身体障害者手帳また
は療育手帳をお持ちになり社会福祉協議会へ。
■紙おむつ券　常時おむつを使用している次の
人に、紙おむつ購入助成券（１枚2,000円を年
間12枚）を支給します。
対　象　寝たきりの高齢者、認知症の高齢者、
95歳以上の高齢者、身体障害者手帳１級・２
級、療育手帳Ａの人。
申請・問い合わせ　地区民生委員・児童委員ま
たは社会福祉協議会（☎52－6667）へ。

日　時　４月 12日（日）午後６時開演
会　場　田上町交流会館（田上町役場隣）
チケット・全席自由　2,000円（学生1,000円）
問い合わせ　飯原さん（☎090-2478-0191）

　
４
月
か
ら
市
役
所
の
事
業
効
率
化
を

図
る
た
め
、
組
織
再
編
を
次
の
よ
う
に

行
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
課
と
建
設
課
を
統
合
し

「
建
設
課
」
に
、
水
道
局
と
下
水
道
課

も
統
合
し「
上
下
水
道
課
」に
な
り
ま
す
。

　
公
民
館
と
図
書
館
は「
社
会
教
育
課
」

に
統
合
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
教
育
課
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

部
門
を
独
立
さ
せ「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
」

が
新
た
に
で
き
ま
す
。

　
上
町
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が

公
民
館
に
移
設
し
ま
す
。

　
４
月
１
日
（
水
）
〜
12
日
（
日
）
は

移
設
作
業
の
た
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
業
務
は
一
時
休
止
し
、
13
日

（
月
）
か
ら
公
民
館
で
業
務
を
再
開
し

ま
す
。

４
月
か
ら

　
　
市
の
組
織
再
編

風
し
ん
抗
体
検
査

  

・
予
防
接
種
ク
ー
ポ
ン
券

　
　
有
効
期
限
が
１
年
間
延
長

市民サービス
　センター移設
４月 13日から
　　　公民館で

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱

う
業
務
は
、
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
登

録
証
明
書
・
納
税
証
明
書
な
ど
の
発
行

で
す
（
転
入
・
転
出
の
届
出
、
印
鑑
登

録
な
ど
は
不
可
）。

　
な
お
、
七
谷
・
下
条
・
須
田
の
各
コ

ミ
セ
ン
内
に
あ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
通
常
ど
お
り
住
民
票
・
印

鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の
発
行
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館

内
）

再
開
日
　
４
月
13
日
（
月
）

時
　
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
（
月
〜
金
曜
日
）、
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
（
土
曜
日
）※

祝
日
は
休
み

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
管
理
係
（
☎
内

線
111
）

　
昨
年
、
昭
和
47
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
へ
郵
送

し
た
、
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
を
１
年
延
長

し
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
３
月
末

ま
で
と
し
ま
し
た
。

　
風
し
ん
は
妊
娠
初
期
の
妊
婦
さ
ん
に

感
染
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
生
ま
れ
て
く

る
赤
ち
ゃ
ん
の
目
や
耳
、
心
臓
に
障
害

が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
用
し
て
い
な

い
人
は
、
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
５
月
３
日
（
日
）

に
開
催
予
定
だ
っ
た
令

和
２
年
度
成
人
式
を
９

月
20
日
（
日
）
に
延
期

し
ま
す
。

受
け
る
際
に
持
参
し
、
ま
ず
は
、
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
実
施
医
療
機
関
で
も
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
を
社
会
全
体
で
守

る
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
し
た
場

合
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
健
康
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※

昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
47
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
へ
は
４
月
中
に

ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
衛
生
係
（
☎
内

線
162
）

　
対
象
の
新
成
人
（
平
成
11
年
４
月
２

日
〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
に

は
、
４
月
上
旬
ま
で
に
成
人
式
延
期
の

お
知
ら
せ
を
ご
案
内
し
、
８
月
中
に
改

め
て
成
人
式
の
ご
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

成
人
式
日
時
　
９
月
20
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
受
付
は
０
時
30
分
か

ら
）

会
　
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

成
人
式
　
９
月
に
延
期

　
奨
学
金
に
よ
り
、
教
育
の
機
会
均
等

を
図
り
、
有
能
な
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

❶
貸
付
開
始
の
と
き
、
市

内
に
居
住
す
る
世
帯
の
子
弟
。

❷
奨
学
金
を
受
け
な
け
れ
ば
本
人
の
就

学
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

貸
付
月
額
　
▼
高
校
生
　
１
万
２
千
円

以
内
▼
短
期
大
学
生
（
短
期
大
学
と
同

等
以
上
の
修
業
年
限
を
有
す
る
専
門
学

校
を
含
む
）　
自
宅
通
学
は
２
万
円
以

内
、
自
宅
外
通
学
は
２
万
８
千
円
以
内

▼
大
学
生
（
大
学
院
を
含
む
）　
自
宅

通
学
は
２
万
７
千
円
以
内
、
自
宅
外
通

学
は
３
万
円
以
内

※

自
宅
外
通
学
と
は
、
自
宅
か
ら
の
通

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人
。

貸
付
期
間
　
就
学
す
る
学
校
の
就
学
期

間
の
終
了
ま
で
。

必
要
書
類
　
❶
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書

❷
戸
籍
抄
本
❸
成
績
証
明
書

審
　
査
　
市
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
審

査
の
う
え
採
用
を
決
定
。

償
還
期
間
　
貸
付
期
間
終
了
の
翌
月
か

ら
起
算
し
て
10
年
以
内
。

受
付
期
間
　
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

※

受
付
期
間
終
了
後
も
随
時
、
相
談
・

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
　
学
校
教
育
課（
☎
内
線
451
）

中村有人
ヴァイオリンリサイタル
　　モーツァルトとパリ

タクシー利用券、紙おむつ券 支給

中止する主なイベント
▼３／22（日）第38回民踊まつり（文化会館）▼３／22
（日）、29（日）総体サッカー　フットサル（勤労者体育セ
ンター）▼４／５（日）加茂山一斉清掃（公民館）▼４／５
（日）～29（水・祝）第54回雪椿まつり　神事、ミス雪椿
第１次審査、雪椿杯バレーボール大会、トレジャーハン
ティング in加茂山、雪椿大園遊会［ミス雪椿公開審査・歓
迎大島・アトラクション］、雪椿マラソン、市中パレード、
献花祭、市民茶会（商工観光課）
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確
定
申
告
延
長
・
春
の
火
災
予
防

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
対
応
の
一
環
と
し
て
三
条
税
務
署
で

は
確
定
申
告
の
期
限
を
４
月
16
日（
木
）

ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
市
役
所
税
務
課
で
も
、
確
定
申
告
と

市
県
民
税
の
申
告
期
限
を
４
月
16
日

（
木
）
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
延
長
期
間
中
は
受
付
体
制
を
縮
小
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
還
付
申
告
は
５
年
間
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
、
令
和
元
年
分
は
令
和

６
年
12
月
31
日
ま
で
還
付
申
告
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

市
役
所
税
務
課
で
の
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
11
時
、
午
後
２
時
〜
４
時

※

土
日
祝
日
除
く

問
い
合
わ
せ
　
三
条
税
務
署
（
三
条
市

南
新
保
４
、☎
32

－

６
２
１
１
自
動
音

確
定
申
告
・
市
県
民
税
の
申
告
期
限

　
　
　
３
月
17
日
〜
４
月
16
日
ま
で
延
長

声
案
内
０
を
選
択
）

市
役
所
税
務
課
民
税
係
（
☎
内
線
121
）

固
定
資
産
税
　

価
格
等
縦
覧
と
課
税
台
帳
閲
覧

　
令
和
２
年
度
の
固
定
資
産
税
の
価
格

等
が
記
載
さ
れ
た
土
地
、
家
屋
の
価
格

等
縦
覧
簿
を
納
税
者
（
納
付
す
べ
き
税

額
が
生
じ
る
人
）
に
縦
覧
し
ま
す
（
手

数
料
無
料
）。

縦
覧
期
間
　
４
月
１
日
（
水
）
〜
30
日

（
木
）

持
ち
も
の
　
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

■
課
税
台
帳
の
閲
覧
、
証
明

　
納
税
義
務
者
が
、
自
己
の
資
産
の
内

容
や
、
借
地
・
借
家
人
が
賃
貸
借
関
係

に
あ
る
資
産
の
内
容
が
分
か
る
課
税
台

帳
を
見
た
い
場
合
や
記
載
事
項
の
証
明

が
必
要
な
場
合
は
、
閲
覧
か
証
明
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
・
証
明
期
間
　
通
年

手
数
料
　
４
月
１
日（
水
）〜
30
日（
木
）

は
閲
覧
手
数
料
無
料
。

　
証
明
手
数
料
は
１
筆
ま
た
は
１
棟
に

つ
き
200
円
（
１
筆
ま
た
は
１
棟
加
え
る

ご
と
に
50
円
加
算
）。

持
ち
も
の
　
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

と
次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
本
人
、
同
居
の
親
族…

印
鑑

▼
代
理
人…

印
鑑
、
委
任
状

▼
借
地
・
借
家
人
等…

印
鑑
、
契
約
書

等
権
利
が
確
認
で
き
る
書
面

■
固
定
資
産
税
第
１
期
納
期
限
は
４
月

30
日
　
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
は

４
月
10
日
（
金
）
発
送
予
定
で
す
。

※

価
格
審
査
申
出
は
４
月
１
日
（
水
）

か
ら
納
税
通
知
書
を
受
け
た
日
後
、
３

か
月
ま
で
。

縦
覧
等
時
間
／
場
所
・
問
い
合
わ
せ
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土

日
、
祝
日
除
く
）
／
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
内
線
124
）

春の火災予防運動 ４月１日～７日
ひとつずつ いいね！で確認 火の用心

　毎年、火災の発生しやすいこ
の時季に全国で春の火災予防運
動を行っています。火災予防意
識を高め、大切な生命、財産を

守りましょう。
※住宅用火災警報器（住警器）の電池交換の目安
は10年と言われています。いざというときのた
め、住警器の作動確認をしましょう。
■県内死者伴う住宅火災発生
　今年に入り、新潟県内で死者を伴う火災が複数
発生しています。例年冬期間はストーブ等暖房器
具が原因となる火災が多く発生しています。いま
一度、暖房器具の取り扱いをはじめ、ご家庭での
火災予防を心がけてください。　　　
火災予防のポイント
▼ストーブ ❶衣類や布団など燃えやすい物を近
くに置かない。 ❷洗濯物をストーブ上に干さな
い。❸給油のときは火を消し、タンクのふたを確
実に閉める。
▼こんろ
❶離れるときは消火する。
❷燃えやすい物を近くに置か
ない。  ❸定期的に清掃する。
▼たばこ ❶灰皿には水を入れて確実に消火す
る。 ❷寝たばこやポイ捨ては厳禁。
▼電気配線や電気機器類　❶コンセント周りのほ
こりを掃除する。 ❷たこ足配線はしない。 ❸劣化
や故障が疑われるものは使用しない。
問い合わせ　加茂地域消防署予防課（☎52－1770）

献
血
・
ド
ナ
ー
登
録
・
受
動
喫
煙
防
止

献血ができる間隔　400ml献血は男性12週間後、女性16週間後の同じ曜日から献血できます。
※体重50㎏未満の初回献血者と年齢上400ml献血ができない高校生には200ml献血をお願いしています。
　なお、日本赤十字社では、献血される人の健康を考慮し、１年間の総献血量（全血）を男性は
1,200ml 以内、女性は800ml以内と定めています。年間総献血量の範囲内でご協力をお願いします。

献血をしよう　献血ルームの「ばんだい　ゆとりろ（新潟市中央区万代１）」、「献血
ルーム千秋（長岡市千秋２）」や、新潟県赤十字血液センター（☎025－230－1703、
https://www.bs.jrc.or.jp/ktks/niigata/）の献血バスを利用して献血をしましょう。

　骨髄移植は、白血病などの血液難病に有効な治
療法です。骨髄移植を成功させるためには、患者
さんと骨髄を提供してくださる方（ドナー）の白
血球の型（ＨＬＡ型）が一致しなければならず、
その確率は、兄弟姉妹間では４人に１人、それ以
外では数百から数万分の１です。
　そのため、多くの方のドナー登録が必要です。
骨髄バンクにご理解とご協力をお願いします。
※加茂市には骨髄移植された方への助成制度があ
ります。詳しくは健康課衛生係へ。
■ドナー登録をするには
登録日　毎月第１・３水曜日の午前９時～ 11 時
（要事前予約）
予約・登録窓口（会場）　三条保健所（三条市興
野１-13-45、 ☎36－2362）
※当日の所要時間は約 30 分、骨髄バンクの概要
や骨髄提供の流れなどを説明し、登録申込書に記
入していただき約２cc の採血を行います。
■ドナー登録できる人　「骨髄提供の内容を十分
に理解」「18 歳以上、54 歳以下で健康な人」「体
重が男性 45 ㎏以上、女性 40 ㎏以上」の条件を
すべて満たす人です。骨髄バンクについて詳し
くは（公財）日本骨髄バンク（☎03－5280－
1789、https://www.jmdp.or.jp/）へ。

　血液は人間の体の中でしか造られず、まだ人工的に造ることができま
せん。安全かつ有効な輸血を行うためには皆様から献血していただくこ
とが必要です。皆様の温かいご協力を心からお待ちしています。

命のボランティア、ドナー登録

●受動喫煙とは
　自分の意志とは関係なく、他人の喫煙によるた
ばこの煙にさらされることです。
●受動喫煙による健康リスク
　受動喫煙による健康被害には個人差があります
が、虚血性心疾患、脳卒中、肺がんなど様々な病
気のリスクが高くなります。
●受動喫煙対策の強化
　法律が改正され、令和２年４月から公共施設だ
けでなく事業所でも受動喫煙対策が強化されま
す。詳しくは市ホームページをご覧ください。

❶歩きたばこはしない。
❷周囲に人がいる場所では
喫煙を控える。
❸子どもや妊婦、病気の人が
いるときは喫煙しない。
　市民の皆様のご協力をお願いいたします。

問い合わせ　健康課衛生係（☎５２－００８０内線165）

受動喫煙を
    防止しましょう！

公共の場所での
　　　 たばこについてお願い

子どもや妊婦、病気の人が
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確
定
申
告
延
長
・
春
の
火
災
予
防

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
対
応
の
一
環
と
し
て
三
条
税
務
署
で

は
確
定
申
告
の
期
限
を
４
月
16
日（
木
）

ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
市
役
所
税
務
課
で
も
、
確
定
申
告
と

市
県
民
税
の
申
告
期
限
を
４
月
16
日

（
木
）
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
延
長
期
間
中
は
受
付
体
制
を
縮
小
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
還
付
申
告
は
５
年
間
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
、
令
和
元
年
分
は
令
和

６
年
12
月
31
日
ま
で
還
付
申
告
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

市
役
所
税
務
課
で
の
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
11
時
、
午
後
２
時
〜
４
時

※
土
日
祝
日
除
く

問
い
合
わ
せ
　
三
条
税
務
署
（
三
条
市

南
新
保
４
、☎
32

－

６
２
１
１
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春の火災予防運動 ４月１日～７日
ひとつずつ いいね！で確認 火の用心

　毎年、火災の発生しやすいこ
の時季に全国で春の火災予防運
動を行っています。火災予防意
識を高め、大切な生命、財産を

守りましょう。
※住宅用火災警報器（住警器）の電池交換の目安
は10年と言われています。いざというときのた
め、住警器の作動確認をしましょう。
■県内死者伴う住宅火災発生
　今年に入り、新潟県内で死者を伴う火災が複数
発生しています。例年冬期間はストーブ等暖房器
具が原因となる火災が多く発生しています。いま
一度、暖房器具の取り扱いをはじめ、ご家庭での
火災予防を心がけてください。　　　
火災予防のポイント
▼ストーブ ❶衣類や布団など燃えやすい物を近
くに置かない。 ❷洗濯物をストーブ上に干さな
い。❸給油のときは火を消し、タンクのふたを確
実に閉める。
▼こんろ
❶離れるときは消火する。
❷燃えやすい物を近くに置か
ない。  ❸定期的に清掃する。
▼たばこ ❶灰皿には水を入れて確実に消火す
る。 ❷寝たばこやポイ捨ては厳禁。
▼電気配線や電気機器類　❶コンセント周りのほ
こりを掃除する。 ❷たこ足配線はしない。 ❸劣化
や故障が疑われるものは使用しない。
問い合わせ　加茂地域消防署予防課（☎52－1770）

献
血
・
ド
ナ
ー
登
録
・
受
動
喫
煙
防
止

献血ができる間隔　400ml献血は男性12週間後、女性16週間後の同じ曜日から献血できます。
※体重50㎏未満の初回献血者と年齢上400ml献血ができない高校生には200ml献血をお願いしています。
　なお、日本赤十字社では、献血される人の健康を考慮し、１年間の総献血量（全血）を男性は
1,200ml 以内、女性は800ml以内と定めています。年間総献血量の範囲内でご協力をお願いします。

献血をしよう　献血ルームの「ばんだい　ゆとりろ（新潟市中央区万代１）」、「献血
ルーム千秋（長岡市千秋２）」や、新潟県赤十字血液センター（☎025－230－1703、
https://www.bs.jrc.or.jp/ktks/niigata/）の献血バスを利用して献血をしましょう。

　骨髄移植は、白血病などの血液難病に有効な治
療法です。骨髄移植を成功させるためには、患者
さんと骨髄を提供してくださる方（ドナー）の白
血球の型（ＨＬＡ型）が一致しなければならず、
その確率は、兄弟姉妹間では４人に１人、それ以
外では数百から数万分の１です。
　そのため、多くの方のドナー登録が必要です。
骨髄バンクにご理解とご協力をお願いします。
※加茂市には骨髄移植された方への助成制度があ
ります。詳しくは健康課衛生係へ。
■ドナー登録をするには
登録日　毎月第１・３水曜日の午前９時～ 11 時
（要事前予約）
予約・登録窓口（会場）　三条保健所（三条市興
野１-13-45、 ☎36－2362）
※当日の所要時間は約 30 分、骨髄バンクの概要
や骨髄提供の流れなどを説明し、登録申込書に記
入していただき約２cc の採血を行います。
■ドナー登録できる人　「骨髄提供の内容を十分
に理解」「18 歳以上、54 歳以下で健康な人」「体
重が男性 45 ㎏以上、女性 40 ㎏以上」の条件を
すべて満たす人です。骨髄バンクについて詳し
くは（公財）日本骨髄バンク（☎03－5280－
1789、https://www.jmdp.or.jp/）へ。

　血液は人間の体の中でしか造られず、まだ人工的に造ることができま
せん。安全かつ有効な輸血を行うためには皆様から献血していただくこ
とが必要です。皆様の温かいご協力を心からお待ちしています。

命のボランティア、ドナー登録

●受動喫煙とは
　自分の意志とは関係なく、他人の喫煙によるた
ばこの煙にさらされることです。
●受動喫煙による健康リスク
　受動喫煙による健康被害には個人差があります
が、虚血性心疾患、脳卒中、肺がんなど様々な病
気のリスクが高くなります。
●受動喫煙対策の強化
　法律が改正され、令和２年４月から公共施設だ
けでなく事業所でも受動喫煙対策が強化されま
す。詳しくは市ホームページをご覧ください。

❶歩きたばこはしない。
❷周囲に人がいる場所では
喫煙を控える。
❸子どもや妊婦、病気の人が
いるときは喫煙しない。
　市民の皆様のご協力をお願いいたします。

問い合わせ　健康課衛生係（☎５２－００８０内線165）

受動喫煙を
    防止しましょう！

公共の場所での
　　　 たばこについてお願い
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カ
レ
ン
ダ
ー
・
プ
レ
付
商
品
券
期
限
３
月
末

24
㈫
先負

23
㈪
赤口

2
㈭
赤口

3
㈮
先勝

4
㈯
友引

5
㈰
先負

25
㈬
仏滅

29
㈰
友引

26
㈭
大安

27
㈮
赤口

28
㈯
先勝

30
㈪
先負

31
㈫
仏滅

　休日当番医　ながば耳鼻咽喉科医院
 　　　　 ☎５３－０７５１ 9：00～17：00
・加茂山リス園オープン　　　　10：00～16：00

・休館（市立図書館、民俗資料館、七谷・中央・
　上条・北・下条・須田コミセン）

・休館（文化会館、温水プール）

・ヨガ講座　　加茂美人の湯　 15：00～16：00

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室4　　9：00～15：00

休日当番医
　　いからし小児科アレルギークリニック
 　　　　 ☎５３－２２５０ 9：00～17：00
・休館（民俗資料館）

休日当番医　監物小児科医院
 　　　　 ☎５２－０８００ 9：00～17：00

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・休館（市立図書館、民俗資料館、七谷・中央・
　上条・北・下条・須田コミセン）

・休館（文化会館、温水プール）

・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４ 9：00～15：00

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

3月・4月

22
大安

3月

㈰

1
大安

4月

㈬

確認にゃん 市プレミアム付商品券
使用期限は３月 31日まで冬眠明けの

　　熊に注意

月日 休日当番医（9:00～17:00） ☎
３／20（金・祝）さくらクリニック ５２－９５１１

22（日）監物小児科医院 ５２－０８００

29（日）いからし小児科アレルギークリニック ５３－２２５０

４／５（日）ながば耳鼻咽喉科医院 ５３－０７５１
12（日）堀内医院 ５２－０９５３

熊は冬眠から目覚めると、食べ物を求めて活発に
活動します。
　山菜採りなどで山に入るときは複数で行動した
り、自分の場所を知らせるためにラジオや鈴などの
音の出るものを身につけ、十分注意してください。
　本来熊は臆病な動物ですので、熊に遭遇したら、
熊を驚かさないよう、あわてず騒がず、背中を見せ
ないように後ずさりして、静かに立ち去りましょ
う。もし熊に襲われた場合は、両腕やザックなどで
頭や首の後ろをおおい、地面にふせるなど、致命傷
を負わないように身を守りましょう。
連絡先　加茂市クマ対策本部担当課（農林課☎内線
412）、緊急の場合は加茂警察署（☎52－0110）
※市役所や各コミセンなどで「熊除けの鈴（ベル
型）」を１個400円で販売しています。

　加茂市プレミアム付商品券の
使用期限は３月31日（火）まで
です。使いきれなかった商品券
の払戻しはできません。
　使用期限までに使い切るよう
にお願いします。

◆商品券を受け取ったお店の方へ
　商品券の換金は４月20日（月）までです。換
金もれがないようにご注意ください。
　銀行窓口の混雑を緩和するため、小分けにし
たり、締め日以外に金融機関へ持ち込むなどの
協力をお願いします。
問い合わせ　企画財政課（☎内線313）
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